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2-4 オニヅカ・ビジターセンター（VIS：Mauna Kea Visitor Information Station）

ヒロからサドルロードを進み，左右が荒涼とした溶岩の大地になるあたりで道を右に折

れる．山頂に向かう道（マウナケア・アクセス・ロード）をしばらく進むと，標高 2,800m

あたりのハレポハク（ハワイ語で「岩の家」を意味する）にオニヅカ・ビジターセンター

がある（図 2-4-1，2）．ここは，山頂に上がる際のベースキャンプ的な性格をもつ施設で，

山頂に上がる者は，高所に体を慣らすためにここで最低 30 分以上（初めての訪問時ある

いは高校生は最低 1 時間以上）の休憩をとることが推奨されている．

図2-4-1 ハレポハク

オニヅカ・ビジター・センターや山頂天

文台群の職員，観測者の宿泊施設などが

並ぶ．このあたりの標高は2,800mで，乏

しい降水量から植物の生育限界ともなっ

ている．

図2-4-2 オニヅカ・ビジター・センタ

ー

マウナケアの情報が得られる．また，展

示コーナーやみやげ物コーナーなどもあ

る．手前に置かれた望遠鏡では，太陽が

見られる．「オニヅカ」は，ハワイ島出

身の宇宙飛行士にちなんだ命名．

図2-4-3 ビジター・センター内部

センター内部には簡単な展示コーナーが

ある．写真の人たちはモニターで上映さ

れている映像を見ている．みやげ物コー

ナーには，Tシャツやカレンダー，カッ

プ麺，モノポリー宇宙版など様々な種類

のみやげ物がそろっている．

図2-4-4 太陽観察用望遠鏡

ビジター・センター前に置かれたフィル

ター付きの望遠鏡で太陽を見ることがで

きる．望遠鏡は他にもあって，ボランテ

ィアによる解説付きの観望会が毎晩行わ

れている．
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ここでは，マウナケアに関する情報が提供されているので，特に山頂付近の気象状況や

道路の状態等には充分気をつけておく必要がある．また，展示室やみやげ物コーナーもあ

って，休憩の間も楽しむことができる（図 2-4-3）．観望用望遠鏡が用意されていて観望

会も開かれる（図 2-4-4）．駐車場も広く，一般の人が星空を観察するにはとてもよいと

ころである．

ビジターセンターのすぐ上には，天文台群の職員や観測者のための食堂や宿泊施設があ

る（図 2-4-5）．

※ここビジターセンターは，高校地学や理科総合 B の天文分野に関連して，実際の星空

を観察するのに最適な場所である．

図2-4-5 ビジター・センターから見る

宿泊施設等の建物

ビジターセンターから少し上がったとこ

ろに，天文台群の職員や観測者等のため

の宿泊施設や管理施設がある．こちらは

関係者以外は入れない．
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※ハレポハクの管理施設では，各施設の専用車が止まっているのを目にする．それぞれが

独自のシンボルマークを車体の横につけている（図 2-4-6，7）．

図2-4-6 ハワイ観測所（すばる望遠鏡）

所有の自動車

山頂にも上がるため四輪駆動である．

前のドアにすばる望遠鏡のシンボルマーク

がついている．

図2-4-7 各観測所の自動車についているシンボルマーク

上段左から，すばる望遠鏡，ジョイント・アストロノミー・センター，カナダ-フラン

ス-ハワイ望遠鏡

下段左から，ジェミニ天文台，ケック天文台，サブミリ波干渉計


